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ビッグデータの更なる活用の方向性～政策の質の向上を目指して～
（令和４年６月）（抄）

４．ビッグデータの活用における課題と考察
・・・今後、ビッグデータの更なる活用を推進していくためには、「【Ⅰ】既存の公的統計の中での活用（既存統

計への取り込み）」のみでなく、より多角的な分析を可能とする「【Ⅱ】調査実施者が既存の公的統計の結果公表時
等に併せて行う分析での活用」及び速報性などに優れた「【Ⅲ】既存の公的統計では捉えることのできなかった新た
な指標の作成」の取組も併せて推進していくことが有効な手段であると考えられる。これにより、ビッグデータの活
用の裾野が徐々に広がり、ノウハウや事例の蓄積、各種データの検証等が進んでいくものと考えられる。

５．ビッグデータの更なる活用に向けた方策
(1) ビッグデータ・トライアル（ビッグデータを活用した試行的な取組）の実施及び成果の公開、それを推進するための環境
整備
ビッグデータを公的統計の中で活用し、定期的に公表していくためには、ビッグデータの特性を把握し、安定的・

継続的なデータの入手方法を確立し、人材面・体制面、システム面の整備を行うなど、様々な取組が必要となる。そ
のための第一歩として、ビッグデータ・トライアル（ビッグデータを活用した試行的な取組）を順次実施し、その成
果（β版、試算値、参考値など）を公開し、フィードバックを得て更に検証を進めていくことが、公的統計における
ビッグデータの活用に向けた有効な取組であると考えられる。こうした試行的な取組を行う環境を整備し、これらの
取組を推進するため、総務省が中心となって、新たに生成され、活用が可能となったデータを含めた様々なビッグ
データを試験的に利用すること（ビッグデータ・シェアリング）ができる場や、ビッグデータを活用した取組の成果
を公開する場（ビッグデータ・ポータル）を準備することも有益と考えられる。



ビッグデータ・ポータルの概要

１

ビッグデータの利活用事例等の情報を一元的に提供し、関係者を結びつ
けるプラットフォーム（https://www.e-stat.go.jp/bigdataportal/）

デジタル田園都市国家構想基本方針（令和４年６月７日閣議決
定）に基づき、令和５年１月31日から試行的に運用を開始

「デジタル田園都市国家構想基本方針」（令和４年６月７日閣議決定）抜粋
⒝公的統計におけるビッグデータの利活用の推進
・ ビッグデータ等の活用に関する情報を一元的に集約・提供する「ビッグデータ・ポータル（仮称）」を構築し、ビッグデータ等
を用いて各地域で直面している課題を把握・解決した好事例等を広く共有し、同様の取組を推進する。

https://www.e-stat.go.jp/bigdataportal/


ビッグデータ・ポータル（試行運用中）の機能概要
①ビッグデータの情報の掲載・検索機能：データの種類・時間単位による絞り込みが可能

（5月19日時点：15件掲載中）
②ビッグデータの利活用事例の掲載・検索機能：業種・分野・地域・データの種類などによる絞り込みが可能

（5月19日時点：34件掲載中）
③学習コンテンツの掲載：データ利活用に役立つサイト等を紹介

ビッグデータ・ポータルの構成

① ② ③
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①ビッグデータの情報掲載・検索機能

② ビッグデータ情報の検索機能の提供
掲載されたビッグデータについて
・フリーワード検索
・データの種類による絞込み検索

① ビッグデータの概要情報の掲載・紹介
民間の保有するビッグデータについて
・ ビッグデータの概要
・ 提供元の情報
・ 提供されるデータ項目
・ データの取得源 等

③ ビッグデータ保有者の連絡窓口の案内
・ビッグデータを提供している事業者の
サイト情報（連絡窓口）を案内
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②ビッグデータの利活用事例の掲載・検索機能

②利活用事例の検索機能
・フリーワード検索
・利活用した団体等の種別
・ 実施時期や地域
・ 利用したビッグデータの種類 等

①利活用事例の掲載
ビッグデータの利活用事例を収集
・利用したビッグデータ
・利活用の成果概要 等を紹介

③事例提供者の連絡窓口の案内
・ 提供事例の問合せ窓口を掲載
関心のある利用者がアプローチ可能
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③学習コンテンツの掲載

ビッグデータの活用方法を身につけるための学習コンテンツを紹介

５



今後の取組

６

ビッグデータ・ポータルについて、今後、以下の取組を推進

 ビッグデータ・ポータル上に、民間事業者が提供するサンプルデータを掲載・提供する。
これにより、ポータル閲覧者がデータの内容を具体的に知ることが可能となり、ビッグデータ
利活用の裾野の拡大につながる

 産官学各分野の関係者が開催する、データ利活用に係るイベントの紹介を行う。
また、将来的には、ビッグデータの保有者である民間事業者と連携しつつ、ビッグデータを
利活用した新たな指標の作成を行うコンペティション等のイベントを随時開催するなど、
関係者のネットワークの構築を図る


